
台風１７号に伴う出水と日吉ダムの防災操作について
ひ よ し

淀川水系桂川の水資源機構日吉ダム（南丹市日吉町）流域では、台風１７号の
ひ よ し な ん た ん し ひよしちょう

降雨により、９月２９日２０時から１０月１日２時までの総雨量が９３mm（ダム

流域平均雨量）を記録しました。

この降雨により、日吉ダムへの最大流入量は毎秒１６０立方メートルとなりま

した。

この出水に対して、日吉ダムでは今年初めての防災操作を実施し、ダムに流れ

込む水の量より、ダム下流河川に流す水の量を少なくして、ダム下流河川の水位

低減に努めました。

※防災操作：大雨により、ダムに流れ込む水の一部をダムに一時的にため込ん

で、ダムから下流に流す量を減らし、下流の川の水位を低減させる操作。

※今回の発表は速報値であり、今後の調査により数値等が変わることがありま

す。
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台風１７号に伴う出水と日吉ダムの防災操作について

近畿の南海上を進んだ台風１７号により、淀川水系桂川の日吉ダム（南丹市日

吉町）流域では、９月３０日１６時から１７時の１時間の雨量が最大１６㎜を記

録し、降り始めの９月２９日２０時から１０月１日２時までの総雨量は９３mmに

達しました。

この降雨により、流入量が増加し、３０日２１時５５分には洪水量（毎秒１５

０立方メートル）に達したため、今年初めての防災操作を開始しました。

３０日２２時２８分には流入量が最大（毎秒１６０立方メートル）となりまし

た。同時刻のダム流下量は毎秒５４立方メートルであり、日吉ダムで毎秒１０６

立方メートルの貯留を行いました。

ダム下流の保津橋地点（亀岡市保津町下中島地先）では、日吉ダムの防災操作
ほ づ ば し か め お か し ほ づ ち ょ う し も な か じ ま

により、ダムが無い場合に比べて河川水位を約１４㎝低減したと推定され、ダム

下流河川の水位低減に貢献できたものと考えられます。

今回の出水により、６４％（９月３０日１２時）まで低下していた日吉ダムの

貯水率は、８９％（１０月１日１２時現在）まで回復しています。

日吉ダムでは、今後も治水・利水の両面でダム管理に万全を期し、ダム効果発

現に努めて参ります。



日吉ダムでは、今後も治水・利水の両面でダム管理に万全を期し、

ダムの効果発現に努めて参ります。

0920339
   保津橋地点

0920339
長方形



　　・今年初めての防災操作を実施

※雨量は日吉ダム流域（290㎢）の平均雨量である。

日吉ダム管理開始以降（平成１０年４月以降）の主な洪水の記録

平成２４年９月　台風１７号

※上表は、日吉ダム管理開始以降、ダムへの流入量が大きかった上位４洪水と今回の記録です。
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流量（単位：毎秒m3） ダムの水位（単位：EL.m）

10/19/29 9/30

最大放流量

毎秒60m
3

最大流入量

毎秒160m
3

ダムに貯留した量

洪水貯留準備水位EL.178.5m

最大流入時

毎秒106m
3
貯留

最大時間雨量　9/30 16時～17時  16㎜
累計雨量   9/29 20時～10/12時  93㎜



保津小学校側
ＪＲ亀岡駅側

ダムがなかった場合　２．０ｍ（推定）

今回の出水による最高水位　１．９ｍ

水防団待機水位2.3m

・近畿の南海上を進んだ台風１７号により、淀川水系桂川の日吉ダム流域では総雨量が９３㎜に達し、ダムへの最大流入量は毎秒１６０
立方メートルを記録し、今年初めての日吉ダム防災操作を実施しました。この防災操作により、最大流入時に毎秒１０６立方メートルを
ダム貯水池に貯留し、１０月１日１２時現在までに、京セラドーム約３杯分に相当する約４００万立方メートルの流水をダム貯水池に貯
め込みました。

・ダム下流の保津橋地点では、水位上昇を約０．１ｍ低く抑える効果があったと推定されます。

・今回の出水により、６４％（９月３０日１２時）まで低下していた日吉ダムの貯水率は、約８９％（１０月１日１２時現在）まで回復
しています。

台風17号に伴う出水と日吉ダムの防災操作について

●

保津橋地点

日吉ダム

保津橋地点（保津川下り乗船場付近）での水位低減効果

京セラドーム
※
約３杯分に相当する水を日吉ダムに貯め込み、少ない量を放流することで

ダム下流河川の水位上昇を抑え、貯水位の回復にも努めています。
（※京セラドームの容量を120万m3として算出）

ダム堤体上流面

（貯水位EL.174.55m：平成２４年９月２８日１７時） （貯水位EL.177.05m：平成２４年１０月１日９時）

約2.5ｍのダム水位上昇

【日吉ダムの効果】
保津橋地点の河川最高水位を約０．１ｍ低減

約１４㎝




